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三沢市議会三沢市議会だよりだより

●令和 5 年度三沢市予算を審査する市議会の特別委員会は、3 月 14 日㊋に実施され、3 月 17 日㊎の本会議において決定しました。

三沢だからできる 「子ども医療費無償化」 １８歳まで拡充

236236 億円億円

三沢市議会はおかげさまで６５周年

くらし大応援くらし大応援 !!
各種施策各種施策でで　　電気料金電気料金 ■■

物価高騰の今、物価高騰の今、

事業事業
決定決定
事業事業
決定決定新年度新年度新年度新年度算算予予

20232023
一般会計一般会計

歳出歳出

９．２％減９．２％減前年度比前年度比

年に１度年に１度のの

当初予算当初予算

駅東団地建替ごみ焼却施設整備 住宅取得支援 私道等整備補助

11億億3,8633,863万円万円 11億億3,0003,000万円万円 1,0001,000万円万円1111億億5,1015,101万円万円

未舗装の私道を整備し未舗装の私道を整備し
次ページ写真のように!次ページ写真のように!

整備工事等整備工事等 建築工事・外構工事等建築工事・外構工事等

新新年年度度拡拡充充新新年年度度拡拡充充
注 目 事 業注 目 事 業

子ども医療費給付子ども医療費給付
18歳まで医療費無料18歳まで医療費無料

1億5,233万円

わんぱく家族米支給 自動除細動器設置 消防自動車購入各種ワクチン接種

948948万円万円 11億億1,5081,508万円万円22億億614614万円万円

インフルエンザ・子宮頸がんインフルエンザ・子宮頸がん
等のワクチンを接種等のワクチンを接種

1,5841,584万円万円

コンビニにＡＥＤを設置コンビニにＡＥＤを設置 消防自動車を２台更新消防自動車を２台更新

証明書等コンビニ交付サービス 中学校空調設備整備バス停ベンチ整備

261万円 3億3,716万円

中学校にエアコンを設置中学校にエアコンを設置バス停にベンチを設置バス停にベンチを設置 コンビニで住民票等を取得コンビニで住民票等を取得

1,721万円

住　民　票住　民　票

新規視聴者受付中 !

24
ＷＥＢでご視聴ＷＥＢでご視聴

　　　  　時間ネットで
　　　　  議会が見られる !
　　　　     こちらからアクセス！

新 年 度 予 算 審 査 の 定 例 会 期 間

３　　　㊊　  ３　　　㊎
月　　　日　  月　　　日６　  17
MISAWA

MMsi

[ きずな ] 題字制作[ きずな ] 題字制作
 三沢高等学校 美術部　岡部  璃緒さん 三沢高等学校 美術部　岡部  璃緒さん

※イメージ図※イメージ図 ※イメージ図※イメージ図

健康ポイント達成者等記念品

健康増進事業等利用者に健康増進事業等利用者に
ポイントを付与、記念品贈呈ポイントを付与、記念品贈呈

184万円

新築・中古住宅取得に助成新築・中古住宅取得に助成

子ども３人以上・ひとり親家庭子ども３人以上・ひとり親家庭
にお米を支給にお米を支給

awa

英語検定料英語検定料
助成回数を増加助成回数を増加 772万円

英語教育推進英語教育推進
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【特集１】令和 5 年度予算

939 万 4,000 円

 ・コンビニエンスストアに

　自動体外式除細動器を設置。

　市内 20 箇所

     令和     令和５５年度年度の  の  新新規  規  ・・拡拡充 充 事業事業に に 注注目目！！
◈バス停ベンチ設置購入費支援補助金

100 万円

 ・民有地のバス停スペースに

　ベンチを設置する購入費用

　を支援。

　1 基あたり上限 10 万円

◈バス停待合環境整備事業

161 万 8,000 円

 ・公有地のバス停スペースに

　町内会等からの寄附金を活

　用し、市がベンチを設置。

　

◈水槽付消防ポンプ自動車整備事業

8,742 万 7,000 円

◈消防ポンプ自動車整備事業

2,765 万 8,000 円

1 億 3,863 万 3,000 円

 ・新市営駅東団地（場所：南町 4 丁目）

　【総事業費】　約６．２億円

　【建設戸数】　9 棟　20 戸

　【事業完了年度】　令和 8 年度

　令和 7 年度から一部入居開始予定　3 棟 6 戸　

1,000 万円

 ・私道の整備に補助金を支給。

　【要　件】　5戸以上の住宅が

　　　隣接し、幅員4ｍ以上、

　　　延長20ｍ以上の道路。

　【補助額】　対象経費の7割

3 億 3,716 万 9,000 円

 ・空調設備が整備されていない中学校へ、エア

　コンを設置。

　【設置学校】第一中学校、第二中学校、

　　　　　　　第五中学校、堀口中学校

　【設置箇所】普通教室、特別支援教室

◈外国青年招致事業　　　2,124 万 9,000 円

 ・外国語指導助手（ALT）を 4 名から 5 名に増員。

◈英語教育推進事業　　　　772 万 6,000 円

 ・中学生の英語検定料助成回数を拡充。

　現　 行：2・3 年生→ 1 回

　拡充後：1・2 年生→ 1 回　　3 年生→ 2 回

2　互いに支えあうまちをつくる2　互いに支えあうまちをつくる

 バス停ベンチ整備 バス停ベンチ整備
４　災害や事故から市民を守る４　災害や事故から市民を守る

  自動体外式除細動器設置自動体外式除細動器設置

6　道路・建物・公園を使いやすくする6　道路・建物・公園を使いやすくする

 市営駅東団地建替え 市営駅東団地建替え
6　道路・建物・公園を使いやすくする6　道路・建物・公園を使いやすくする

 私道等整備事業費補助金 私道等整備事業費補助金

９　みんなが学べるまちをつくる９　みんなが学べるまちをつくる

 中学校空調設備整備 中学校空調設備整備
９　みんなが学べるまちをつくる９　みんなが学べるまちをつくる

 英語教育の推進 英語教育の推進

４　災害や事故から市民を守る４　災害や事故から市民を守る

 消防自動車購入 消防自動車購入

2,269 万 1,000 円

 ・北部、東部地区でバス利用

　が少ない時間帯に予約制乗

　合交通の実証運行を実施。

935 万円

 ・新たな宅地開発の検討に向け

　候補地の道路、インフラ整備の

　状況等の基礎調査を実施。

2　互いに支えあうまちをつくる2　互いに支えあうまちをつくる

  デマンド交通実証運行デマンド交通実証運行

2　互いに支えあうまちをつくる2　互いに支えあうまちをつくる

  ニュータウン検討基礎調査ニュータウン検討基礎調査

表紙掲載の未舗装道路が表紙掲載の未舗装道路が
きれいに整備されました。きれいに整備されました。
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【特集１】令和 5 年度予算

     令和     令和５５年度年度の  の  新新規  規  ・・拡拡充 充 事業事業に に 注注目目！！
一般会計の予算総額
236236 億億 5,0005,000 万円万円

　予算がどのような分野の行政サービスに使われるのか、目的別で見て
みると、子育てや福祉、行政サービスの質の向上、自然環境整備など、
幅広い分野に使われることがわかります。中でも、「子育て支援」「福祉サー
ビス」のための割合が大きくなっています。

1 億 5,233 万 4,000 円

 ・0 歳から 15 歳（中学校卒業）ま

　でとなっている子ども医療費の給

　付対象を、18 歳（高校卒業）ま

　でに拡充し、令和５年７月診療か

　らの医療費の自己負担分を給付。

※医療費の給付を受けるには、受給資格証の
　申請（電子申請可・現在受付中）が必要です。

11 億 5,101 万 5,000 円

 ・新ごみ焼却施設

　【総工事費】　約 86 億円

　【焼却能力】　52 トン、24 時間

　令和５年 11 月 1 日運用開始予定

1,721 万 8,000 円

 ・コンビニエンスストアに設置され

　ている端末で、証明書が取得でき

　るサービスを実施。

　令和 5 年度実施予定の証明書：

　　　　　　　住民票、印鑑証明書

1　子どもからお年寄りまでの生活を守る1　子どもからお年寄りまでの生活を守る

  子ども医療費給付子ども医療費給付

5　きれいな水と自然を守る5　きれいな水と自然を守る

 ごみ焼却施設整備 ごみ焼却施設整備

８　質の高い行政サービスを提供する８　質の高い行政サービスを提供する

  証明書等コンビニ交付サービス証明書等コンビニ交付サービス

※ 上記の予算額（円）は千円の位、比率（％）は小数点第２位を四捨五入しています。

Ⅰ　

安
心
な
暮
ら
し

１  子どもからお年寄りまでの生活を守る１  子どもからお年寄りまでの生活を守る
　介護給付　障がい者支援　生活困窮者支援
　生活保護　健康相談　疾病予防　国民健康保険
　子育て支援　介護予防　共生社会の推進

２  互いに支えあうまちをつくる２  互いに支えあうまちをつくる
　基地対策　市民相談　交通安全・防犯対策
　地域公共交通　地域活動　町内会　人づくり
　消費者相談

３  充実した医療で市民を守る３  充実した医療で市民を守る
　病院経営　人材確保　病院利用　高度医療

４  災害や事故から市民を守る４  災害や事故から市民を守る
　消防訓練　防災・減災対策　予防活動
　地域防災　消防設備　救命講習　消防団

Ⅱ　

快
適
な
暮
ら
し

５  きれいな水と自然を守る５  きれいな水と自然を守る
　運営管理　公害対策　ごみの処理　下水道　
　水洗化　水道施設

６  道路・建物・公園を使いやすくする６  道路・建物・公園を使いやすくする
　生活道路　道路整備　歩道整備　公園整備
　公営住宅

７  まちの家計を守る７  まちの家計を守る
　財政運営　納税手段　公有財産　市税収納
　ふるさと納税

Ⅲ　

豊
か
な
暮
ら
し

８  質の高い行政サービスを提供する８  質の高い行政サービスを提供する
　広域連携　情報管理　能力開発　窓口対応
　ワーク・ライフ・バランス　情報提供
　デジタル技術の活用

９  みんなが学べるまちをつくる９  みんなが学べるまちをつくる
　教育施設　教育相談　スポーツ
　生涯学習　グローバル人材　文化財　英語教育
　教育力

10  まちの景気を良くする10  まちの景気を良くする
　地場産品　観光　商業　労働環境　農業　漁業
　ブランド化　起業　三沢空港

　　　　

76 億 1,660 万円　　
32.2％　　

8 億　341 万円　　
3.4％　　

7 億 8,581 万円　　
3.3％　　

4 億 7,535 万円　　
2.0％　　

28 億 3,083 万円　　
12.0％　　

19 億 5,478 万円　　
8.3％　　

16 億 9,033 万円　　
7.1％　　

38 億 2,816 万円　　
16.2％　　

26 億 1,452 万円　　
11.1％　　

8 億 6,002 万円　　
3.6％　　

その他（議会費、監査委員費　外）　　　　　1 億 9,021 万円　0.8％
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【特集１】令和 5 年度予算

台所 事情 台所 事情 はは !?!?
今年度の予算を家計に例えると？

三沢市の一般会計予算 236 億 5,000 万円を
月収40万円(年収480万円)の家計に置き換えてみました。

収　入 支　出

現金収入合計 34 万 8,400 円　　生活費合計 24 万 9,600 円

　給料　基本給・諸手当
　（市税・地方交付税・各種交付金など） 22 万 8,000 円　

　　食費
　　（人件費）

6 万 4,000 円

　パート収入
　（使用料及び手数料・諸収入など） 1 万 3,600 円　

　　医療や保育・教育など
　　（扶助費）

8 万 2,800 円

　親からの援助
　（国庫支出金・県支出金）

10 万 6,800 円　　　光熱水費や電話代など　　（物件費・維持補修費・補助費） 10 万 2,800 円

借金
（市債）

2 万 2,000 円　
　子供たちへの仕送り
　（他会計への繰出金）

4 万 3,200 円

預金の取り崩し
（繰入金）

2 万 9,600 円　
　ローンの返済
　（公債費）

2 万 4,800 円

　家や庭の建築・改修
　（普通建設事業費）

7 万 8,400 円

　貯金など
　（投資及び出資金・貸付金・積立金など）

4,000 円

収入合計 40 万円　　支出合計 40 万円

貯金残高　　　　　　　　　　　 60 万円　　 ローン残高　　　　　　　　 334 万円
（基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（借入金）

貯金と借金の状況は？
　借入金である市債の残高は、ここ数年横ばいとなっていました
が、焼却施設建設事業などの影響により増価傾向が見られ、今後も、
し尿処理施設建設事業などが予定されていることから、更なる増
加が予測されます。
　一方、市の貯金である基金は、減少傾向でありますが、今後も
さまざまな事業が実施されており、基金を減少させることがない
よう、計画的で健全な財政運営が求められます。

Ｒ２　　  Ｒ３　　  Ｒ４　　  Ｒ５

150 億円

100 億円

50 億円

149 億 147 億
164 億 164 億

41 億 45 億 41 億 29 億

市債 ( 借金 )

基金 ( 貯金 )

⇨⇨

だ　い　ど　こ　ろ　　　　　　　　　じ　じ　ょ　うだ　い　ど　こ　ろ　　　　　　　　　じ　じ　ょ　う 三沢市の「財政状況」が三沢市の「財政状況」が
どうなっているのか？どうなっているのか？
令和５年度のお金の使い令和５年度のお金の使い
道を１カ月の「家計簿」道を１カ月の「家計簿」
にしてお伝えします。にしてお伝えします。
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【特集１】令和５年度予算

三沢市三沢市のの家計簿家計簿
台所 事情 台所 事情 はは !?!?

地方交付税 51 億 8,006 万円
人口や税収などに応じて国から配分されるお金人口や税収などに応じて国から配分されるお金

市税 46 億 7,620 万円
市民税・固定資産税など市民が収めた税金市民税・固定資産税など市民が収めた税金

国庫支出金 45 億 2,180 万円
国が必要と認めた事業に対して国が必要と認めた事業に対して

国から配分されるお金国から配分されるお金

国有提供施設等所在市町村助成交付金 21 億 8,279 万円
国等の施設に係る固定資産税分が配分されるお金国等の施設に係る固定資産税分が配分されるお金

県支出金 17 億 8,452 万円
県が必要と認めた事業に対して県が必要と認めた事業に対して県から配分されるお金県から配分されるお金

繰入金 17 億 4,685 万円
基金等から取り崩すお金基金等から取り崩すお金

市債 12 億 9,430 万円
施設を建てるときなどに借りるお金施設を建てるときなどに借りるお金

地方消費税交付金 11 億 1,720 万円
県が徴収した地方消費税の半分が配分されるお金県が徴収した地方消費税の半分が配分されるお金

その他 11 億 4,625 万円
国や県の税金から市に交付されるお金や各種手数料など国や県の税金から市に交付されるお金や各種手数料など

民生費 73 億 3,399 万円
社会福祉、児童福祉、生活保護事業社会福祉、児童福祉、生活保護事業

などに使われるお金などに使われるお金

衛生費 38 億 1,624 万円
各種検診や予防接種、ゴミやし尿処理各種検診や予防接種、ゴミやし尿処理

などに使われるお金などに使われるお金

教育費 29 億 8,819 万円
小中学校の運営、文化・スポーツ施設の管理小中学校の運営、文化・スポーツ施設の管理

などに使われるお金などに使われるお金

土木費 27 億 7,778 万円
道路・公園・市営住宅の整備や補修道路・公園・市営住宅の整備や補修

などに使われるお金などに使われるお金

総務費 26 億 2,756 万円
財政、財産管理、賦課徴収、選挙、統計など財政、財産管理、賦課徴収、選挙、統計など

全般的な管理事務に使われるお金全般的な管理事務に使われるお金
公債費 14 億 6,024 万円

市の借入金（市債）などの返済市の借入金（市債）などの返済に使われるお金に使われるお金
消防費 12 億 431 万円

消防や火災予防など災害対策消防や火災予防など災害対策に使われるお金に使われるお金
商工費 6 億 3,231 万円　商工業や観光に使われるお金商工業や観光に使われるお金

農林水産業費 5 億 2,579 万円　農業や水産業に使われるお金農業や水産業に使われるお金

その他 2 億 8,356 万円　議会費、労働費、予備費議会費、労働費、予備費

歳入歳入・・歳出歳出総額 236 億 5,000 万円総額 236 億 5,000 万円　　前年度比△ 23 億 9,100 万円（9.2％減）前年度比△ 23 億 9,100 万円（9.2％減）

21.9％

構成比

19.8％

19.1％

7.6％

9.2％

7.4％

5.5％

4.7％

4.8％

構成比

31.0％

16.1％

12.6％

11.8％

11.1％

6.2％

5.1％

2.7％
2.2％

1.2％

市の財政を見るポイントは？
  財政力指数 0.512
  【前年比　0.007 低下　　】 

　三沢市の財政力を示す
指数です。財政指数が高
いほど普通交付税の自由
に使える財源が大きいこ
ととなり、財政に余裕が
あると言えます。

  経常収支比率 85.2％
  【前年比　5.8 向上　　】

　社会保障費や公債費な
ど経常的にかかる費用に
対して、地方税など経常
的な収入の一般財源が充
当された比率です。比率
が低いほど柔軟にお金が
使えることになります。

ほかの自治体と比較すると !?

  実質公債費比率 10.1％
  【前年比　0.1 向上　　】

　三沢市の規模におけ
る標準的な税収等の学
に対する、三沢市が負
担する借入金の返済額
の割合です。

財政力指数 経常収支比率 実質公債費比率
三   沢   市 0.512  (3) 85.2  (1) 10.1  (6)
黒   石   市 0.362  (7) 88.6  (5) 14.1  (9)
五所川原市 0.325  (8) 95.1(10) 10.0  (5)
十 和 田 市 0.435  (5) 87.3  (4)   7.8  (2)
む   つ   市 0.371  (6) 95.0  (9) 15.0(10)
つ が る 市 0.242(10) 90.3  (6) 12.3  (7)
平   川   市 0.292  (9) 92.1  (8)   8.1  (3)

※上記の数値は令和３年度末現在の数値　　（ ）内は、県内 10 市での順位

⇨⇨

33 万万 8,0008,000 人の人の
だ　い　ど　こ　ろ　　　　　　　　　じ　じ　ょ　うだ　い　ど　こ　ろ　　　　　　　　　じ　じ　ょ　う
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議
会
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
が

議
会
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
が

　
　
　

進
ん
で
い
ま
す
！

　
　
　

進
ん
で
い
ま
す
！

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題

の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
「
地

の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
「
地

方
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」。

方
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」。

　
当
市
議
会
に
お
い
て
も
、

　
当
市
議
会
に
お
い
て
も
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て

お
り
、
今
回
は
議
会
タ
ブ

お
り
、
今
回
は
議
会
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
こ
と
を

レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

「地方議会のオンライン化」とは？

〇地方議会のオンライン化
　委員会や本会議における一般質問（※ 1）へ
　のオンラインによる出席を可能なものとする
　こと
　※ 1　条例案などの本会議での採決や、採決
　　　     のための質疑や討論については、オン　
　　　   ラインによる出席は認められていない

〇なぜオンライン化が叫ばれるように？
　新型コロナの感染拡大がきっかけで、密を避
　けるために議会でオンラインを活用できない
　かとの検討がされたことが始まり

〇地方議会のオンライン化はなぜ必要？
　現在、地方議員のなり手不足が深刻化してお
　り、オンライン化により出席しやすくするこ
　とで、会社員や子育て中の人でも地方議員に
　なりやすい環境整備をすることが求められて
　いる

「地方議会のオンライン化」の現状

〇オンライン化の実績
　全国の地方議会において、委員会などをオン
　ラインで開催したことがあると答えたのは全
　体の 9％（令和 5 年 2 月 18 日現在）（※ 2）
　デジタル化の財源やノウハウが不足するなど
　の理由からなかなか導入が進んでいない
　※ 2　共同通信社アンケート結果による

三沢市議会のⅠ C Ｔ化について

〇ＳＮＳ等による情報発信
　当市議会では、ウェブサイトのほか、議会活
　動の様子を Facebook で、また、本会議の録
　画映像を YouTube で配信しています

タブレット端末の導入

〇全議員によるタブレット端末の活用
　令和５年１月より、全議員が１台ずつタブレッ
　ト端末を所持し、議会活動に活かしていくこ
　ととなりました
　今後、より一層円滑で充実した議会活動が期
　待されています
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議会ペーパーレス化、大きく前進！議会ペーパーレス化、大きく前進！
　

全
議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
所
持
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
定
例
会
に
お
い
て

議
員
に
配
付
さ
れ
て
い
た

議
案
書
一
式
が
デ
ー
タ

で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
気
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
進
み
ま
し
た
。
委

員
会
等
の
議
員
活
動
に
お

け
る
資
料
等
も
同
様
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
共
有
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ

る
印
刷
コ
ス
ト
の
削
減
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
は
も

ち
ろ
ん
、
議
員
活
動
の
効

率
化
や
迅
速
化
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
、
ま
た
大

量
の
情
報
を
携
帯
で
き
、

す
ぐ
に
検
索
で
き
る
こ
と

で
議
会
の
活
性
化
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
時
に
お
け
る
災
害

情
報
の
共
有
化
及
び
情
報

伝
達
の
迅
速
化
が
可
能
と

な
り
、
危
機
管
理
体
制
も

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

▲実際に配付されていた議案書が…

今後の ICT 活用として、議会内でのビデオ通話の活用を目指していきたい。
メリットとして、移動時間を減らすことができる（遠方の方とも顔を見て話せる）、
緊急時対応にも役立つなどの点がある。
まずは、令和５年度中に試験的にビデオ通話の利用を開始し、議会での活用範囲を
検討していきたい。

タブレット端末が配付された当初は、操作がスマホともパソコンとも異なるため戸
惑っていたが、今ではいろいろ便利な機能を知ることで、使用が楽しくなってきた。
当然ペーパーレス化により、たくさんの資料を持ち歩くことが減り、委員会や出張
先でも大活躍するものと思っている。これから市役所や、学校現場などでも利活用
の幅が広がっていくものと思うが、効率化、セキュリティなどのメリットを活かし、
改善を進めていきたい ｡

タブレット導入のメリットのひとつには、ペーパーレス化だけではなくデータベー
ス化し、資料の閲覧や先行事例の検索が端末１台で出来ることが挙げられる。現在
は、議会広報誌の校正作業など様々な場面で活用しており、今後ともさらなる活用
を検討し、議会 DX によるトータルコスト削減や働き方改革を含め、効率的かつ円
滑な議会運営を推進してまいりたい。

▲このタブレット 1 台に全て入っています！

議
員
の
声

議
員
の
声
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
今
後
の
議
員
活
動
に
お

け
る
展
望
を
聞
き
ま
し
た

舩
見
議
員

舩
見
議
員

久
保
田
議
員

久
保
田
議
員

大きく前進！大きく前進！

佐
々
木
議
員

佐
々
木
議
員

遠
藤
議
員

遠
藤
議
員



議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度

　
　
　

三
沢
市
一
般
会
計
予
算

　

地
域
公
共
交
通
対
策
費
の
内

容
は
？

　

全
て
の
住
民
が
安
心
し
て
市

内
を
移
動
で
き
る
よ
う
、
デ
マ

ン
ド
交
通
も
課
題
の
ひ
と
つ
と

捉
え
、
実
現
に
向
け
多
様
な
運

行
形
態
を
考
え
て
い
る
。　

ＱＱＡＡ

◎：委員長　○：副委員長
　令和５年度予算８議案については、１６名の
議員による予算審査特別委員会を設置し、審査
しました。主な質疑は次のとおりです。

3 月 14 日開催

予算審査特別委員会予算審査特別委員会
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令和５年第１回定例会　概要・議案審査

令
和
５
年

　
　

第
１
回 

定
例
会

令
和
５
年
度

当
初
予
算
可
決

〇…賛成 ×…反対 欠…欠席 退…退出 除…除斥（案件と一定の利害関係を有し審議に参加することができない者） ー…議長は表決に加わりません。

　

令
和
５
年
三
沢
市
議
会
第
１

回
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か
ら

３
月
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
令
和
5
年

度
一
般
会
計
や
各
特
別
会
計
予

算
、
そ
の
他
行
政
運
営
上
必
要

な
条
例
の
制
定
・
改
正
に
係
る

議
案
が
上
程
さ
れ
、
市
長
か
ら

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

9
日
、
10
日
は
、
２
日
間
に

わ
た
り
７
名
の
議
員
が
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
、
14

日
、
15
日
は
、
付
託
さ
れ
た
議

案
の
審
査
の
た
め
、
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
の
本
会
議
最
終
日
に

は
、
各
委
員
会
か
ら
付
託
議
案

の
審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
同

日
ま
で
の
本
会
議
に
お
い
て
上

程
さ
れ
た
市
当
局
の
追
加
議
案

及
び
議
員
提
出
議
案
を
含
め
た

全
30
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議　　案 結　果
（賛成：反対）

市民クラブ かがやき 無会派
堀
　
　
光
　
雄

久
保
田
　
隆
二

舩  

見
　
昌  

功

小
比
類
巻
孝
幸

下  

山
　
光  
義

佐
々
木
　
卓
也

加
　
澤
　
　
明

瀬  

崎
　
雅  

弘

小
比
類
巻
雅
彦

馬  

場
　
騎  

一

森
　
　
三
　
郎

田  

嶋
　
孝  

安

遠  

藤
　
泰  

子

西  

村
　
盛  

男

奥
本
　
菜
保
巳

澤  

口
　
正  

義

春  

日
　
洋  

子

堤
　
　
喜
一
郎

　議案第　　　　　　１号 可決（16：1）ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
　議案第　２号～第　８号 可決（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　議案第　９号～第１０号 承認（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　議案第１１号～第２９号 可決（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
　議員提出議案第　　１号 可決（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

討   論 今定例会では、次の議案について討論が行われました。  議案第１号　令和５年度一般会計予算

賛   成 反   対久保田　隆　二　議員 奥　本　菜保巳　議員

　厳しい財政状況で多様化する市民ニーズに対応
し、市政発展のために必要な予算が編成されてい
ることから賛成を表明する。

　コロナ禍による地域経済の低迷や物価高騰の中、
行政として中長期的な支援策が必要だが当市の取
り組みが手薄であることから、反対を表明する。

◎堤　　喜一郎　〇西  村　盛  男　　久保田　隆二　　舩  見　昌  功
　小比類巻孝幸　　田  嶋　孝  安　　遠  藤　泰  子　　下  山　光  義
　佐々木　卓也　　奥本　菜保巳　　澤  口　正  義　　瀬  崎　雅  弘
　春  日　洋  子　　小比類巻雅彦　　馬  場　騎  一　　森　　三　郎

　

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
は
戸
籍
や
税
証
明
書

の
発
行
も
可
能
で
あ
る
が
、
当

市
は
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
に
限
定
し
て
い
る
理
由
は
？

　

運
用
経
費
や
シ
ス
テ
ム
導
入

時
、
シ
ス
テ
ム
障
害
発
生
時
の

安
全
性
を
検
討
し
た
上
で
導
入

し
た
シ
ス
テ
ム
上
、
現
在
は
住

民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
み

の
対
応
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
発
行
で
き
る
種
別
を
増
や
し

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
政
策
推
進
事
業
費
に
お

け
る
地
域
女
性
活
躍
推
進
業
務

委
託
料
の
詳
細
は
？

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ

き
、
妊
娠
や
出
産
、
Ｄ
Ｖ
等
多

様
な
相
談
支
援
、
社
会
復
帰
へ

の
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
う
。

　

治
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助

成
す
る
不
妊
治
療
費
助
成
金
の

事
業
開
始
と
周
知
方
法
は
？

　

事
業
開
始
は
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
。
市
広
報
誌
や
マ
ッ

ク
テ
レ
ビ
等
で
広
く
周
知
を
図

り
、
窓
口
に
も
チ
ラ
シ
を
設
置

す
る
。

ＱＱＱＱＱＱ ＡＡＡＡＡＡ

デマンド交通とは？
　利用者の予約に応じて運
行する公共交通システム。
　決まったルートや時刻表
がなく、さまざまな場所で
乗降できるのが特徴。
　公共交通機関のコスト削
減と、公共交通空白地域の
解消が期待される。
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議
案
第
29
号　

令
和
４
年
度

　

三
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

子
育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付

金
に
つ
い
て
、
非
課
税
世
帯
や

低
所
得
世
帯
に
は
給
付
さ
れ
て

い
る
が
、
制
限
を
設
け
ず
全
て

の
子
育
て
世
帯
へ
給
付
す
る
考

え
は
？

　

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
の
給

付
は
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
非

課
税
に
限
定
し
て
考
え
る
の
み

で
は
な
く
、
多
く
の
子
ど
も
を

持
つ
世
帯
の
経
済
状
況
も
鑑
み

な
が
ら
、
現
状
を
精
査
し
つ
つ

支
給
対
象
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

ＡＡ

議
案
第
22
号　

放
課
後
児
童　

　

健
全
育
成
事
業
条
例
の
改
正

　

こ
れ
ま
で
児
童
館
等
に
お
け

る
安
全
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
か
？

　

児
童
館
に
お
い
て
今
ま
で
も

安
全
計
画
は
策
定
し
て
お
り
、

計
画
に
基
づ
き
毎
月
訓
練
や
保

護
者
へ
の
周
知
等
も
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
の
改
正
で
は
自
動
車
の

安
全
ブ
ザ
ー
や
車
内
へ
の
児
童

置
き
去
り
防
止
と
非
常
時
の
業

務
継
続
計
画
を
新
た
に
追
加
し

た
も
の
で
あ
る
。

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

◎：委員長　○：副委員長

　補正予算 7 議案については、8 名の議員によ
る補正予算審査特別委員会を設置し、審査しま
した。主な質疑は次のとおりです。

3 月 15 日開催

補正予算審査特別委員補正予算審査特別委員会会

　条例等１4 議案については、8 名の議員によ
る条例等審査特別委員会を設置し、審査しまし
た。主な質疑は次のとおりです。

3 月 15 日開催

条例等審査特別委員会条例等審査特別委員会
◎：委員長　○：副委員長

※議案第１号～第８号詳細は P2 ～ 5 の特集へ

■議案第９・１０号　専決処分の承認（一般会計補正予算）
■議案第１１号　一般会計補正予算
■議案第１２号　国民健康保険特別会計補正予算
■議案第１３号　介護保険特別会計補正予算
■議案第１４号　後期高齢者医療特別会計補正予算
■議案第２９号　一般会計補正予算（追加議案）
　令和４年度の各会計における必要経費の補正
■議案第１５号
　個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
　法施行に関し必要な事項を定める
■議案第１６号　
　情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正
　本会の所掌事務等を改める
■議案第１７号　議会の議員及び長の選挙における
　　　　　　選挙運動用自動車の使用等の公費負担に
　　　　　　　　　　　　　　関する条例の一部改正
　公職選挙法施行令の改正に伴い、公費負担の限度額
を引き上げる
■議案第１８号　子ども・子育て会議条例の一部改正
　子ども・子育て支援法の改正に伴い、引用条項を改
める
■議案第１９号　特定防衛施設周辺整備
　　　　　　　　調整交付金事業基金条例の一部改正
　基金を処分して充てられる経費の範囲を拡大する
■議案第２０号　家庭的保育事業等の設備及び
　　　　　運営に関する基準を定める条例の一部改正
　安全計画の策定等の規定を設け、懲戒権限の濫用を
禁止する

令和５年第１回定例会　議案審査

■議案第２１号　特定教育・保育施設及び特定地域型
　保育事業の運営並びに特定子ども・子育て支援施設
　等の運営に関する基準を定める条例の一部改正
　子ども・子育て支援法等の改正に伴い、引用条項を
改め、懲戒権限の濫用を禁止する
■議案第２２号　放課後児童健全育成事業の設備及び
　　　　　運営に関する基準を定める条例の一部改正
　安全計画の策定等の規定を設ける
■議案第２３号　子ども医療費給付条例の一部改正
　給付対象を拡充し、所要の改正を行う
■議案第２４号　国民健康保険条例の一部改正
　出産育児一時金の額を引き上げる
■議案第２５号　市営住宅条例の一部改正
　木崎野団地建替事業の完了に伴い、建設年度、構造
等を改める
■議案第２６号　道路占有料徴収条例の一部改正
　道路占用料の額を改めるとともに占用物件を加える
■議案第２７号
　第二次三沢市総合振興計画の後期基本計画について
　総合的かつ計画的な行政の運営を図ることを目的に
当該計画を定める
■議案第２８号
　青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
　数の増加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更
　八戸市の加入に伴い団体数を増加し規約を変更する
■議員提出議案第１号　
　議会の個人情報の保護に関する条例の制定
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法の
適用除外となった市議会において必要な事項を定める

◎春  日　洋  子　〇瀬  崎　雅  弘　　久保田　隆二　　舩  見　昌  功
　田  嶋　孝  安　　奥本　菜保巳　　西  村　盛  男　　森　　三　郎

◎佐々木　卓也　〇下  山　光  義　　小比類巻孝幸　　遠  藤　泰  子
　澤  口　正  義　　小比類巻雅彦　　馬  場　騎  一　　堤　　喜一郎
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令和５年第１回定例会　一般質問

※各議員の一般質問は議員名上方の QR 
　コードを読み取り YouTube で視聴す
　ることができます。 奥 本 菜 保 巳 奥 本 菜 保 巳 議 員議 員

遠 藤 泰 子 遠 藤 泰 子 議 員議 員

演
習
な
ど
を
通
し

た
研
修
会
や
定
期

的
な
情
報
交
換
に

よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い

る
。

教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
、
現
状
と
課
題
、
今
後
の

対
策
は
？

　

時
間
外
勤
務
時
間
が
月
45
時

間
を
超
え
て
い
る
教
職
員
が
３

割
か
ら
４
割
お
り
、
80
時
間
以

上
の
教
職
員
も
い
る
状
況
。
負

担
軽
減
を
図
る
べ
く
「
学
校

教
育
支
援
員
」、「
教
育
相
談

員
」
な
ど
の
人
的
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
部
活
動
指

導
員
の
配
置
拡
充
や
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
予

定
。

　

学
校
教
育
支
援
員
の
配
置
状

況
と
人
材
確
保
は
？

　

60
名
配
置
し
て
お
り
、
県
内

10
市
の
中
で
最
大
の
配
置
割
合

と
な
っ
て
い
る
。
人
材
確
保
に

つ
い
て
は
、
資
質
能
力
に
つ
い

て
審
査
し
た
上
で
採
用
し
て
お

り
、
人
事
評
価
に
よ
る
能
力
向

上
の
取
組
も
行
っ
て
い
る
ほ
か

　

令
和
４
年
度
青
森
県
学
習
状

況
調
査
に
お
い
て
、
好
成
績
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の

要
因
を
ど
う
捉
え
、
今
後
の
取

り
組
み
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
の
か
？

　
「
各
学
校
の
授
業
改
善
」「
英

語
力
向
上
の
取
り
組
み
」「
教

員
の
研
修
体
制
の
充
実
」「
分

析
結
果
の
共
有
」
の
４
点
を
主

な
要
因
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

今
後
は
英
語
検
定
受
験
料
の
助

成
を
２
回
か
ら
４
回
に
拡
充
し

英
語
力
向
上
を
目
指
す
。

投
棄
実
態
と
実
効
性
あ
る
再
発

防
止
策
は
？

　

Ｆ
16
戦
闘
機
に
よ
る
燃
料
タ

ン
ク
投
棄
は
、
平
成
元
年
か
ら

こ
れ
ま
で
16
件
、海
上
へ
11
件
、

小
川
原
湖
へ
２
件
、
十
和
田
湖

へ
１
件
、
陸
上
へ
２
件
。
今
後

も
米
軍
や
国
に
対
し
、
事
故
原

因
の
究
明
、
再
発
防
止
と
安
全

管
理
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
、

厳
し
く
申
し
入
れ
を
行
う
。

行
政
問
題

　

石
川
県
小
松
市
で
は
全
業
種

の
事
業
者
に
対
し
、
電
気
代
・

燃
料
代
に
つ
い
て
、
前
年
と
比

較
し
上
昇
し
た
分
の
半
額
（
上

限
30
万
円
）を
補
助
し
て
い
る
。

当
市
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
？

　

当
市
で
は
、
農
業
者
・
漁
業

者
、
飲
食
業
、
旅
行
業
、
タ
ク

シ
ー
・
運
転
代
行
業
に
対
し
て

助
成
金
を
支
給
し
て
い
る
。
ま

た
、
幅
広
い
市
内
事
業
者
へ
の

経
済
支
援
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ＱＱ 基
地
問
題

　

２
月
15
日
、
Ｆ

16
戦
闘
機
に
よ
る

太
平
洋
沖
へ
の
燃

料
タ
ン
ク
投
棄
に

つ
い
て
、
過
去
の

ム
付
き
商
品
券
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
の
電
気
料
金
の

推
移
や
国
、
県
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

一
般
家
庭
に
対
し
電
気
代
を

補
助
す
べ
き
で
は
？

　

今
後
の
電
気
料
金
の
推
移
や

国
、
県
の
動
向
に
つ
い
て
調
査

し
、
検
討
し
た
い
。

　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
要
件
の

連
帯
保
証
人
２
名
に
つ
い
て
、

国
か
ら
廃
止
を
提
言
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
八
戸
市
で
は
廃
止

し
て
い
る
が
当
市
の
対
応
は
？

　

他
市
の
動
向
も
ふ
ま
え
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

　

市
営
住
宅
入
居
者
の
火
災
に

よ
る
損
害
賠
償
責
任
は
？

　

火
災
原
因
が
入
居
者
の
故
意

又
は
重
過
失
を
除
き
、
建
物
に

対
す
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ

と
は
な
い
。

▲市民に安定した生活を提供す
るための市営住宅

小５ 中２
三沢市 青森県 三沢市 青森県

国語 74 73 63 62
算数・数学 64 62 57 51
社会 61 59 46 43
理科 56 56 44 42
英語 － － 64 58

令和 4 年度青森県学習状況調査結果

ＡＡ ＡＡＱＱ ＱＱ

ＱＱＡＡ

ＡＡＱＱ

▶
数
字
は
平
均
正
答
率
（
％
）。

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
全
教
科

で
県
の
正
答
率
と
同
等
若
し
く
は

上
回
っ
て
い
る
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市
と
し
て
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対

策
等
を
さ
れ
て
い
る
か
？

　

三
沢
市
国
民
保
護
計
画
に
お

い
て
、
住
民
へ
情
報
を
発
信
す

る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
内
閣
府
国
民
保
護

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
情
報
を
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
情
報
メ
ー
ル

を
通
じ
て
発
信
し
、「
学
校
教

育
指
導
の
方
針
と
重
点
」
の
中

に
教
育
委
員
会
で
は
避
難
行
動

の
仕
方
や
対
応
な
ど
を
記
載
し

て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
も
核
シ
ェ
ル

タ
ー
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
避
難
施
設
を
整
備
す
る

考
え
は
？

　

国
民
保
護
の
た
め
の
体
制
の

強
化
は
国
と
地
方
公
共
団
体
が

協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。

ＱＱ

ＡＡ

行
政
問
題

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
発
射
さ
れ
、
日

本
上
空
を
通
過
す

る
事
案
も
起
こ
っ

て
い
る
中
、
三
沢

教
育
問
題

　

授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
利
用
状
況
は
？

　

三
沢
市
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

し
て
児
童
・
生
徒
に
配
付
し
、

授
業
支
援
ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
使
用
回
答
割

合
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
員
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

ＱＱ

ＡＡ

春 日 洋 子 春 日 洋 子 議 員議 員
　

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
た
め
の

「
居
場
所
」
の
開
設
は
？

　

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
を
脱
却

す
る
第
一
歩
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
で
外
出
し
、
安
心
し
て
行

く
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
が
あ

る
こ
と
は
課
題
解
決
に
も
大
き

な
成
果
が
期
待
で
き
る
と
認
識

ＡＡＡＡ ＡＡ

し
て
い
る
。
関
係

機
関
と
協
議
し
、

居
場
所
の
新
設
な

ど
を
含
め
た
環
境

づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱＡＡ

ＡＡ

ＱＱ

福
祉
問
題

　
重
度
障
が
い
児
・
重
度
障
が

い
者
を
対
象
と
し
た
発
電
機
や

蓄
電
池
な
ど
の
非
常
用
電
源
購

入
は
？

　

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援

者
に
対
す
る
個
別
避
難
計
画
の

策
定
過
程
で
、
当
事
者
の
不
安

を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

消
防
問
題　

　

消
防
団
へ
の
天
候
に
応
じ
た

対
策
は
？

　

消
防
団
出
初
式
に
お
け
る
対

策
と
し
て
、
参
加
消
防
団
員
へ

防
寒
対
策
を
周
知
徹
底
し
、
強

風
や
大
雪
、
み
ぞ
れ
な
ど
の
悪

天
候
時
は
、
屋
外
で
の
観
閲
を

取
り
や
め
、
屋
内
で
の
式
典
の

み
に
変
更
す
る
な
ど
の
対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ＱＱ

令和５年第１回定例会　一般質問

投
棄
実
態
と
実
効
性
あ
る
再
発

防
止
策
は
？

　

Ｆ
16
戦
闘
機
に
よ
る
燃
料
タ

ン
ク
投
棄
は
、
平
成
元
年
か
ら

こ
れ
ま
で
16
件
、海
上
へ
11
件
、

小
川
原
湖
へ
２
件
、
十
和
田
湖

へ
１
件
、
陸
上
へ
２
件
。
今
後

も
米
軍
や
国
に
対
し
、
事
故
原

因
の
究
明
、
再
発
防
止
と
安
全

管
理
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
、

厳
し
く
申
し
入
れ
を
行
う
。

行
政
問
題

　

石
川
県
小
松
市
で
は
全
業
種

の
事
業
者
に
対
し
、
電
気
代
・

燃
料
代
に
つ
い
て
、
前
年
と
比

較
し
上
昇
し
た
分
の
半
額
（
上

限
30
万
円
）を
補
助
し
て
い
る
。

当
市
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
？

　

当
市
で
は
、
農
業
者
・
漁
業

者
、
飲
食
業
、
旅
行
業
、
タ
ク

シ
ー
・
運
転
代
行
業
に
対
し
て

助
成
金
を
支
給
し
て
い
る
。
ま

た
、
幅
広
い
市
内
事
業
者
へ
の

経
済
支
援
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ＱＱ

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
自
宅
利

用
は
？

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
自
宅
利
用
に

関
す
る
導
入
実
証
実
験
を
進
め

場
面
を
想
定
し
、
有
効
な
活
用

方
法
や
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て

検
討
し
、
各
校
の
意
向
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

▼タブレットを用いて学習
する児童

行
政
問
題

　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
実
施

は
？

　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

ＱＱ

ＱＱＡＡＡＡ

健
康
問
題

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
助
成
は
？

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
定

期
予
防
接
種
等
の
検
討
状
況
を

注
視
し
、
医
療
機
関
と
十
分
に

協
議
を
重
ね
、
慎
重
に
判
断
し

て
ま
い
り
た
い
。

▲毎年 1 月初旬に行われる消防団の
仕事始め行事である出初式



部活動の地域移行とは？

公立中学校において、これまで教員が受け持っていた休日の運動
部の部活動の指導を地域のスポーツクラブや民間企業、競技団体
など、外部の団体に移行する改革。
文科省では 2025 年度までに段階的に移行を進め、３年間で休日に
ついては完全な移行を目指している。
長時間労働が問題となっている教員の負担軽減や、生徒数の減少
による廃部等で生徒の選択肢が狭まらないようにすることが目的。

ＡＡ

ＡＡ

ＱＱ

ＱＱ
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令和５年第１回定例会　一般質問

西 村 盛 男 西 村 盛 男 議 員議 員

行
政
問
題　
　

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の

充
実
」
に
つ
い
て
、
市
長
自
身

の
想
い
は
？

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
、
更
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
夢
や
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
学
校
教
育
現
場
で
の
取
り
組

み
な
ど
、
子
育
て
世
代
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
応
援
す
る
支
援
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
県
内
一
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

奨
学
金
の
返
還
支
援
制
度
を

創
設
す
る
考
え
は
？

　

借
り
手
の
人
生
を
拘
束
し
な

い
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学

金
を
創
設
し
た
い
。
今
後
、
現

行
制
度
と
の
す
み
分
け
な
ど
を

含
め
、
速
や
か
に
制
度
設
計

舩 見 昌 功 舩 見 昌 功 議 員議 員
　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に

お
い
て
、
当
市
初
と
な
る
ゼ
ロ

市
債
が
議
決
さ
れ
、
現
在
４
件

の
工
事
発
注
を
し
、
３
月
中
旬

に
は
入
札
、
契
約
締
結
を
予
定

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
建
設
業
者
の
経
営

の
健
全
化
、
効
率
化
や
雇
用
の

安
定
等
に
寄
与
す
る
有
効
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
ゼ
ロ
市
債
の

積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
。
予
算
規
模
に
つ
い
て

は
、
拡
充
を
し
て
い
く
。

教
育
問
題

　

教
員
の
在
校
等
時
間
の
客
観

的
な
把
握
方
法
と
時
間
外
勤
務

時
間
の
現
状
は
？

　

在
校
等
時
間
は
タ
イ
ム
カ
ー

ド
に
よ
り
把
握
し
、
時
間
外
勤

務
時
間
に
つ
い
て
は
、
月
45
時

間
以
上
勤
務
の
教
員
が
お
よ
そ

３
割
か
ら
４
割
、
中
に
は
80
時

間
以
上
の
教
員
も
い
る
。

行
財
政
問
題

　

建
設
工
事
平
準

化
に
お
け
る
ゼ
ロ

市
債
の
現
状
と
今

後
の
方
針
・
計
画
、

予
算
規
模
は
？

　

教
員
の
多
忙
化
の
要
因
は
？

　

授
業
時
間
数
の
増
加
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
へ
の
対
応
、
特
別
な
支

援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
不
登

校
等
の
心
の
問
題
を
抱
え
る
児

童
生
徒
へ
の
対
応
、
い
じ
め
等

の
人
間
関
係
修
復
へ
の
対
応
、

中
学
校
で
は
部
活
動
指
導
や
見

守
り
等
が
あ
り
、
小
中
学
校
が

担
う
業
務
と
責
任
が
年
々
多
様

化
、
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。

　

保
護
者
か
ら
の
相
談
や
要
望

が
多
様
化
し
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
対
応
も
長
時
間
勤
務

の
要
因
で
は
？

　

実
際
の
相
談
等
に
は
、
学
校

の
責
任
の
範
囲
を
超
え
る
内
容

も
あ
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
学

校
弁
護
士
制
度
を
立
ち
上
げ
、

法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
。

　

ま
た
、
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連

携
し
、
教
員
の
勤
務
実
態
の
現

状
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

に
着
手
す
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
取
り
組
み
状
況
は
？

　

今
年
度
は
、
保
護
者
や
競
技

団
体
へ
の
意
向
調
査
を
実
施
し

た
。
来
年
度
は
、
中
体
連
主
催

大
会
の
参
加
条
件
の
緩
和
や
県

の
地
域
移
行
推
進
計
画
の
明
示

を
踏
ま
え
た
上
で
、
当
市
の
実

情
に
あ
わ
せ
て
丁
寧
に
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
地
域
の
受
け
入

れ
体
制
が
整
う
ま
で
は
、
現
行

の
学
校
主
体
の
態
勢
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
部
活
動
指
導
員
の

増
員
等
を
検
討
し
て
い
る
。

ＱＱ

ＡＡＱＱＡＡ

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

ＡＡＱＱ
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小 比 類 巻 孝 幸 小 比 類 巻 孝 幸 議 員議 員
前
な
ど
の
「
ま
ち
な
か
再
生
」

を
推
進
す
る
考
え
は
？

　

地
域
の
諸
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
行
政
・
企
業
・
住

民
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
社

会
状
況
や
住
民
意
識
の
変
化
を

的
確
に
捉
え
つ
つ
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
創
出
し
て
い
く
た
め
、

関
係
者
や
地
域
住
民
だ
け
で
な

く
、
若
者
や
女
性
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
を
対

象
に
専
門
家
や
有
識
者
に
よ
る

講
座
を
開
き
、
ま
ち
な
か
再
生

の
方
向
性
や
手
法
等
に
つ
い
て

広
く
市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換

し
て
い
き
た
い
。

ＱＱ

ＡＡ

官
民
連
携
に
よ
る

「
ま
ち
な
か
再
生
」

の
推
進

　

市
民
、
事
業
者

と
行
政
が
連
携

し
、
商
店
街
や
駅

三
沢
市
の
歴
史
的
資
料
の
活
用

　

三
沢
市
が
保
存
し
て
い
る
歴

史
的
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
に
よ
る
活
用
の
考
え

は
？

　

歴
史
的
に
価
値
の
高
い
文
化

遺
産
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
地
域

の
魅
力
と
し
て
市
内
外
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
学
校
等
で
の

郷
土
教
育
の
教
材
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

構
築
し
、
市
政
映
画
等
を
ア
ー

カ
イ
ブ
上
に
公
開
す
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

現
状
で
は
映
像
資
料
の
数
は

少
な
い
が
、
市
民
の
協
力
も
得

な
が
ら
児
童
生
徒
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
用
い
て
閲
覧
で
き
る

よ
う
、
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
資
料

の
充
実
を
目
指
し
た
い
。

ＡＡ ＱＱ

議会マメ知識議会マメ知識

令和５年第１回定例会　一般質問

　「議会」とは、選挙で選ばれた市民の代表である市議会議員が、三沢市をよりよくしていくた

めに市民の意見を反映させる場です。

　議会では、主に次の二つの事柄について審議し、決定しています。

予　算
各種行政サービスを計画的に行うために、収入

（歳入）を見積もり、その範囲内でどのように
施策等に予算を充てるか（歳出）を見積もる。

条　例
国の法令に違反しない範囲で定められる地方公
共団体が自主的に制定する住民の権利義務等に
関する法規。

　市は議会の決定に基づいて市政を運営することから「執行機関」と呼ばれ、議会は市政の運営

を決定することから「議決機関」と呼ばれています。

お金の使い道を決めることは
とても大切なので、議決を受
けてはじめて市の予算が決ま
ります！

三沢市をより住みよいまちに
していくために必要な条例を
定め、まちづくりを行うため
の根拠とします！

▲本年 4 月からアーカイブ映像が市立図
書館ウェブサイトで公開されている

「議会」では何をしているの？「議会」では何をしているの？
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委員会活動
　

本
委
員
会
で
は
、
２
月
15
日
に
米
軍
三
沢
基
地
所
属
の
Ｆ
16

戦
闘
機
が
燃
料
タ
ン
ク
を
太
平
洋
沖
に
投
棄
し
、
市
へ
の
報
告

が
１
日
遅
れ
の
翌
16
日
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
市
議
会
を

代
表
し
て
堀
議
長
が
市
と
と
も
に
米
軍
及
び
防
衛
省
に
対
し
、

原
因
究
明
と
再
発
防
止
、
更
に
速
や
か
な
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
事
件
・
事
故
な
ど
、
基
地
所
在
に
係
る

諸
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、
常
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
22
日
、
23
日
に
は
、
小
檜
山
市
長
、
米
田
副
市

長
ら
執
行
機
関
と
と
も
に
、
防
衛
省
及
び
青
森
県
選
出
国
会
議

員
を
訪
問
し
、
航
空
機
に
よ
る
騒
音
等
に
関
し
て
の
要
望
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
沢
飛
行
場
の
第
１
種
区
域
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
３
月
の
最
終
指
定
告
示
以
降
、
配
備
機
種
の
更
新
等
に

よ
り
騒
音
状
況
が
変
化
し
て
お
り
、
平
成
30
年
か
ら
は
Ｆ
35
Ａ

の
配
備
が
開
始
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
か
ら

　

議
会
改
革
推
進
会
議
で
は
去
る
３
月
16

日
に
、
当
市
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
早
稲

田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
招
聘
研
究
員
、
中

道
俊
之
氏
を
お
招
き
し
、
三
沢
市
議
会
検

証
作
業
等
実
施
要
綱
の
改
正
及
び
議
員
間

（
委
員
間
）
討
議
に
つ
い
て
を
案
件
と
し

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、検
証
作
業
に
つ
い
て
は
、

三
沢
市
議
会
基
本
条
例
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

等
に
三
沢
市
議
会
基
本
条
例
を
ほ
ぼ
全
文

の
ま
ま
記
載
す
る
と
と
も
に
、
評
価
の
判

断
基
準
を
細
部
ま
で
擦
り
合
わ
せ
し
て
い

く
こ
と
で
、
検
証
作
業
者
に
よ
る
解
釈
の

ず
れ
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
間
（
委
員
間
）
討
議
に
つ

い
て
は
、今
後
も
継
続
し
て
試
行
錯
誤
し
、

手
法
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
、
当

市
議
会
に
適
し
た
形
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

基 

地 

対 

策 

特 

別 

委 

員 

会

◎
小
比
類
巻
　
雅
彦
　
○
西
　
村
　
盛
　
男
　
　
久
保
田
　
隆
　
二
　
　
遠
　
藤
　
泰
　
子
　

下
　
山
　
光
　
義
　
　
春
　
日
　
洋
　
子
　
　
馬
　
場
　
騎
　
一
　
　
森
　
　
　
三
　
郎
　

移
住
・
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

◎
瀬
　
崎
　
雅
　
弘
　
○
佐
々
木
　
卓
　
也
　
　
舩
　
見
　
昌
　
功
　
　
小
比
類
巻
　
孝
幸
　

田
　
嶋
　
孝
　
安
　
　
奥
　
本
　
菜
保
巳
　
　
澤
　
口
　
正
　
義
　
　
堤
　
　
　
喜
一
郎
　

要
件
で
あ
る
40
歳
未
満
の
利
用
者
の
推
移
や
当
市
と
近
隣
自
治

体
の
人
口
移
動
と
そ
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
市

当
局
か
ら
は
、
40
歳
未
満
の
助
成
金
利
用
者
は
、
事
業
開
始
の

平
成
28
年
度
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
全
体
の
６
割
か
ら
７
割
程
度

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
、人
口
移
動
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

統
計
上
の
数
値
で
あ
り
理
由
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
近
隣
の

お
い
ら
せ
町
や
六
戸
町
は
、
大
型
商
業
施
設
の
所
在
や
土
地
が

安
価
で
あ
る
こ
と
が
当
市
に
は
な
い
魅
力
と
し
て
考
え
ら
れ
、

今
後
は
担
当
課
の
み
な
ら
ず
全
庁
を
あ
げ
て
組
織
的
・
総
合
的

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
住
宅
取
得
支
援
事
業
助
成
金
や
移
住
支
援

金
、
新
規
事
業
の
お
試
し
移
住
助
成
金
な
ど
様
々
な
施
策
が
展

開
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

や
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に
し
、
市
当
局
に
対

し
て
積
極
的
に
調
査
・
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
改
革
推
進
会
議

◎
田  

嶋
　
孝  

安
　
○
久
保
田
　
隆
二
　
　
舩  

見
　
昌  

功

 

小
比
類
巻
孝
幸
　
　
瀬  

崎
　
雅  

弘
　
　
春  

日
　
洋  

子    
 

堤        

喜
一
郎
　
　
森
　
　
三
　
郎  

　  

　
　
　
　
　
　                   

▲会議において先進事例の
紹 介 を す る 中 道 ア ド バ イ
ザー

令
和
６
年
度
に
か
け
て
騒
音
度

調
査
を
行
う
こ
と
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
調
査
決
定
に
よ

り
、
一
歩
前
へ
進
ん
だ
こ
と
に

は
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
動

向
を
注
視
し
、
積
極
的
に
要
望

行
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

▲市長・副市長とともに防衛省に要望
を行う様子

　

２
月
24
日
に
開
催
し
た
本
委
員

会
で
は
、
移
住
・
定
住
支
援
施
策

に
係
る
令
和
４
年
度
の
実
績
に
つ

い
て
調
査
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
市
当
局
よ
り
、
住
宅

取
得
支
援
事
業
助
成
金
の
今
年
度

の
実
績
と
、
本
事
業
が
当
市
へ
の

移
住
・
定
住
に
ど
の
よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
か
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
助
成
金
の
加
算

▲住宅取得支援事業費助成金の受付の様子
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令和４年度　行政視察報告令和４年度　行政視察報告 他自治体の先進事例を学び、市政に活かします

澤口　正義
① 7 月 28 日～ 7 月 30 日
②北海道神恵内村・岩内町・泊村
③ウニの養殖について、活魚畜養センター施設に
　ついて、岩内町地場産業サポートセンターにつ
　いて、泊村栽培漁業センターについて

①：日程　②：視察先　③：視察案件

移住・定住促進対策特別委員会
① 8 月 8 日～ 8 月 10 日
②島根県松江市・出雲市
③移住・定住支援施策について、縁結び定住課の
　取組について、空き家バンクについて

堤　喜一郎
① 8 月 23 日～ 8 月 25 日
②北海道北広島市・倶知安町
③ボールパークについて、ふるさと納税に係る取
　組について

広報広聴委員会
① 10 月 2 日～ 10 月 4 日
②福岡県春日市・大刀洗町
③議会報告会について、議会モニター制度につい
　て、議会広報誌について

　※　敬称略
　※　各視察の内容については、
　　    市ウェブサイトにも掲載しております。

久保田　隆二、舩見　昌功、下山　光義
加澤　明、小比類巻　雅彦、森　三郎
① 10 月 11 日～ 10 月 13 日
②愛媛県新居浜市・西条市
③総合防災拠点について、シティプロモーション
　について

春日　洋子
① 10 月 11 日～ 10 月 13 日
②愛知県刈谷市・兵庫県三木市
③多胎家庭への支援について、子ども・若者総合
　相談窓口について、みきで愛サポートセンター
　について、みきハートについて、子育て世帯へ
　の食品配達について

小比類巻　孝幸、佐々木　卓也
瀬崎　雅弘、堀　光男、馬場　騎一
① 10 月 18 日～ 10 月 20 日
②山口県山口市・山陽小野田市
③ DX 人材の育成事業及び関係機関との連携につ
　いて、起業創業への支援策及び関係機関との連
　携について、シティセールスについて

田嶋　孝安、遠藤　泰子
① 10 月 19 日～ 10 月 21 日
②宮崎県小林市・宮崎市
③ふるさと納税について、てなんど小林プロジェ
　クトについて、公民連携相談窓口について

議会改革推進会議
① 11 月 7 日～ 11 月 9 日
②大阪府堺市・豊中市
③委員間討議について、議会 BCP について、オンラ
　インによる委員会運営について、政務活動費について

議会運営委員会
① 12 月 21 日～ 12 月 23 日
②兵庫県芦屋市・京都府京都市
③タブレット端末の活用について、ハラスメント
　等防止の取組について、通年議会の導入につい
　て、委員会の生中継について

民生常任委員会
① 1 月 25 日～ 1 月 27 日
②東京都足立区・新宿区
③インターネット・ゲートキーパー事業について、
　地域支え合い活動について

産業建設常任委員会
① 1 月 31 日～ 2 月 2 日
②長崎県島原市・長崎市
③地域おこし協力隊による賑わいの創出について、
　島原城を活用した観光振興について、MaaS を
　活用した観光振興について、さしみシティ推進
　事業について

総務文教常任委員会
① 2 月 1 日～ 2 月 3 日
②沖縄県石垣市・竹富町
③石垣市 GIGA スクール構想「I‐プラン」について、
　「勇気づけの教育」の推進について、庁舎整備事
　業について　

基地対策特別委員会
① 2 月 15 日～ 2 月 17 日
②沖縄県北谷町・嘉手納飛行場
③嘉手納飛行場所在に起因する諸問題について、
　嘉手納飛行場の概況説明及び見学

堤　喜一郎
① 11 月 16 日～ 11 月 17 日
②群馬県安中市
③移住・定住支援制度について、まちづくり活動
　等支援について
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終
わ
り
に

　

三
沢
市
議
会
だ
よ
り
「
き
ず

な
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
紙
は

チ
ラ
シ
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。
目
を
引
き
ま
し
た
か
？
特

集
で
は
、
令
和
５
年
度
当
初
予

算
と
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
予
算

で
は
新
規
や
拡
充
の
事
業
が
例

年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

限
ら
れ
た
誌
面
で
全
て
を
伝
え

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
予
算
の
数
字
や
文
字
に
は

決
し
て
表
れ
な
い
職
員
の
奮
闘

が
そ
の
裏
に
あ
る
こ
と
を
少
し

で
も
想
像
し
ご
覧
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
で
は
、
活
用
を
推
進
し
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
と
会
議
の
効
率
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

舩 

見 

昌 

功

議 員 の 横 顔
市
民
を
大
切
に
す
る
あ
っ
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
を

奥 

本 

菜 

保 

巳  

議
員

My Profile
№ 6

孫
と
健
康
と
山
登
り

佐 

々 

木 

卓 

也  

議
員

　

議
員
活
動
通
算
３
期
目
の
奥
本
菜
保
巳
で
す
。
今
任
期
中

は
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々
で
、
市
民
生
活
も
地
域
経
済
も

混
乱
す
る
な
か
、
「
市
民
の
切
実
な
、
く
ら
し
の
声
」
を
市

議
会
に
届
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
な
か
な
か
収
束
し
な
い
な
か
で
、
電
気
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
の
値
上
げ
が
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
へ
の
支
援
を
求
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
昨
年
、
92
歳
の
母
を
亡
く
し
ま
し

た
。
母
は
、
戦
争
体
験
者
で
、
「
戦
争
は
だ
め
だ
、
孫
を
戦

争
に
と
ら
れ
た
く
な
い
」
と
戦
争
体
験
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
父
と
母
の
平
和
へ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
二
度
と
戦

争
を
起
こ
さ
せ
な
い
と
の
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
軍
と
自
衛
隊
を
抱
え
る
三
沢
基
地
に
起
因
す
る

騒
音
被
害
や
墜
落
事
故
、
事
件

事
故
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。
市
民
の
生
命
、
財

産
・
安
心
安
全
を
ま
も
る
こ
と

が
な
に
よ
り
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の

く
ら
し
と
平
和
を
ま
も
る
た
め

に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
８
年
生
の
佐
々
木

卓
也
と
申
し
ま
す
。

　

市
役
所
を
定
年
退
職

後
、『
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
、
住
ん
で
い
る
人
々

の
暮
ら
し
を
良
く
し
た

い
』
と
い
う
志
を
も
ち
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
活
動
の
傍
ら
、
遊
び
に
来
る
３
人
の
孫
ご
は
ん
作
り
を

楽
し
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
し
た
時
に

は
体
力
が
続
か
ず
、
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り
を
兼
ね
県
内
の
山
に
出

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
頂
上
を
目
指
し
、
可
憐

な
花
を
見
つ
け
て
は
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
す
。
登
り
き
っ
た
達
成

感
は
活
力
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

孫
と
の
山
登
り
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広 

報 

広 

聴 

委 

員 

会

委  

員  

長   

舩　

見　

昌　

功

副
委
員
長　

澤　

口　

正　

義

委　
　

員　

下　

山　

光　

義

　
　
　
　
　

佐
々
木　

卓　

也

　
　
　
　
　

奥　

本　

菜
保
巳

　
　
　
　
　

西　

村　

盛　

男

　
　
　
　
　

小
比
類
巻　

雅
彦

中
国
古
典
に
あ
る
『
志

あ
る
者
は
事(

こ
と)

つ
い
に
成
る
』
の
教
え

に
従
い
、
市
民
の
た
め

に
誠
実
に
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

▶
十
和
田
市
「
ト
ワ
ー
レ
」
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
原
爆
展
に
て


